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カ
ー
ル・バ
ル
ト
《
教
会
教
義
学
》

の
世
界　
連
載
を
大
幅
増
補
、
待
望
の
単
行
本
化
！�

◆
四
六
判
・
３
５
２
頁
・
予
価
３
０
０
０
円

寺
園
喜
基
［
著
］

バ
ル
ト
の
主
著
《
教
会
教
義
学
》
は
20

世
紀
神
学
に
お
け
る
最
も
重
要
な
貢
献

の
一
つ
だ
が
、
邦
訳
で
36
巻
に
及
ぶ
膨

大
で
複
雑
な
内
容
」
は
、
通
読
は
お
ろ

か
全
容
を
見
通
す
こ
と
も
困
難
で
あ
る
。

本
書
は
、生
涯
に
わ
た
り《
教
会
教
義
学
》

に
取
り
組
ん
で
き
た
著
者
が
一
般
読
者

の
た
め
に
試
み
た
平
易
な
道
案
内
で
あ

り
、
バ
ル
ト
神
学
へ
の
無
二
の
入
門
書

と
も
な
っ
て
い
る
。
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光
／
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／
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／
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話題の新刊

交差するパレスチナ
新たな連帯のために
在日本韓国ＹＭＣＡ 編� ◆四六判・定価 2640 円

注目を集めた連続シンポジウムの待望の単行本化。〈交差性〉の概念を手
掛かりに考える。寄稿者＝ニダル・アブズルフ／金城美幸／北川眞也／
阿部小涼／保井啓志／中村一成／太田昌囯／役重善洋／早尾貴紀。

● 3 月刊行

旧約聖書 文学書
要約と概説
宮平望著� ◆A5判・定価 2090 円

好評の旧約解説シリーズ第３弾。旧約の複雑多様な世界を読み進めるた
めの絶好の手引き。本巻はヨブ記、詩編、箴言、コヘレトの言葉、雅歌
を扱う。次の「預言書」で全４巻完結。

● 3 月刊行

コヘレトの言葉
人生を生きよ
W.リュティ著／宍戸達訳� ◆四六判・定価 2310 円

コヘレトをニヒリストとしてではなく、神への信仰に立って自らの人生
を生きることを勧める人物として読み解く。傑出したスイスの説教者が
1951 年から翌年にかけてベルンで語った 12 編。（『伝道者ソロモン』を改訳・改題）

● 4 月刊行

ユダヤ人も異邦人もなく
パウロ研究の新潮流
山口希生著� ◆四六判・定価 2475 円

信仰義認論を最重視する従来のパウロ理解に異議を申し立て、新約学界
で激しい論議を呼んでいる「パウロへの新しい視点」（ＮＰＰ）。その起
源から最新の議論までをカバーした本邦初の本格解説書。

● 5 月刊行



7 月以降の出版予定から

● 3 月に出た本と雑誌

関
口
安
義
著

内
村
鑑
三  

闘
い
の
軌
跡

内
村
鑑
三
の
激
動
の
生
涯
を
実
証
的
な
調
査
に
徹
し
て
描
き
切
っ
た
評
伝
大
作
。
著
者

は
芥
川
龍
之
介
研
究
か
ら
出
発
し
、
芥
川
人
脈
に
連
な
る
多
く
の
知
識
人
の
評
伝
を
も

の
し
て
き
た
。
本
書
は
２
０
１
９
年
に
上
梓
し
た
『
評
伝
矢
内
原
忠
雄
』
に
次
ぐ
著
者

の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
で
あ
り
、
遺
作
と
な
っ
た
。�

Ａ
５
判
・
予
価
８
０
０
０
円

マ
シ
ュ
ー
・
ホ
ケ
ノ
ス
著
／
穐
田
信
子 

訳

マ
ル
テ
ィ
ン・
ニ
ー
メ
ラ
ー
　
ヒ
ト
ラ
ー
に
逆
ら
っ
た
牧
師
［
仮
題
］

ア
メ
リ
カ
人
教
会
史
家
が
冷
静
な
筆
致
で
著
し
た
最
新
の
評
伝
。
第
一
次
大
戦
で
は
Ｕ

ボ
ー
ト
の
艦
長
と
し
て
戦
い
、
牧
師
に
転
身
し
た
後
も
な
お
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
で
、
当
初

は
ナ
チ
に
共
鳴
し
た
が
、
や
が
て
批
判
に
転
じ
、
戦
時
下
は
強
制
収
容
所
に
囚
わ
れ
、

戦
後
は
エ
キ
ュメ
ニ
カ
ル
な
場
で
活
躍
し
た
激
動
の
生
涯
。�
四
六
判
・
予
価
３
５
０
０
円

フ
リ
ッ
ツ
・
リ
ー
マ
ン
著
／
赤
坂
桃
子 

訳

不
安
と
は
何
か
　
そ
の
四
つ
の
か
た
ち
［
仮
題
］

不
安
は
私
た
ち
の
人
生
の
一
部
で
あ
る
。
不
安
に
う
ま
く
対
処
し
、
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た

人
生
を
生
き
る
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
。
本
書
は
深
層
心
理
学
的
な
視
点
か
ら

不
安
を
四
つ
の
類
型
と
そ
れ
に
対
応
す
る
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
に
分
類
し
、
よ
り
良
き
対
処

法
を
豊
富
な
例
証
と
共
に
記
述
。
一
九
六
一
年
の
初
版
以
来
今
日
ま
で
一
〇
〇
万
部

近
く
を
売
り
上
げ
た
戦
後
ド
イ
ツ
の
ベス
ト
セ
ラ
ー
。�

四
六
判
・
予
価
３
５
０
０
円

日
本
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教

フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
運
動
史

富
坂
キ
リ
ス
ト
教
セ
ン
タ
ー
編�1970

年
か
ら2022

年
ま
で

フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
運
動
の
受
容
と
展
開
を
詳
細
な
年
表
・
解
説
・
コ

ラ
ム
で
回
顧
。
ま
た
4
人
の
女
性
の
貴
重
な
証
言
を
付
す
。
さ
ら

に
メ
デ
ィ
ア
表
象
か
ら
異
性
愛
規
範
へ
の
抵
抗
ま
で
６
つ
の
重
要

課
題
を
論
者
が
考
察
。�

◆
四
六
判
・
定
価
２
７
５
０
円

神
と
上
帝

金
香
花
著
　
聖
書
訳
語
論
争
へ
の
新
た
な
ア
プ
ロ
ー
チ

キ
リ
ス
ト
教
の
神
を「
神
」と
訳
す
か「
上
帝
」と
訳
す
か
―
―
。
19

世
紀
中
国
の
訳
語
論
争
の
本
質
を
、
朝
鮮
語
と
日
本
語
に
お
け
る

聖
書
翻
訳
と
比
較
し
つ
つ
、
信
仰
の
伝
達
と
意
味
の
翻
訳
の
両
面

を
手
掛
か
り
に
考
察
す
る
。�

◆
Ａ
５
判
・
定
価
４
４
０
０
円

第
一
ペ
ト
ロ
書
を
読
む

石
田
学
著
　
釈
義
と
説
教

迫
害
に
苦
し
む
初
代
教
会
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
釈
義
を
ふ
ま
え
て

説
教
的
に
展
開
す
る
見
事
な
実
例
。�

◆
四
六
判
・
定
価
２
２
０
０
円

福
音
と
世
界

�

◆
定
価
６
６
０
円

6
月
号　
世
界
教
会
協
議
会
（
Ｗ
Ｃ
Ｃ
）
第
11
回
総
会

寄
稿
者
：
金
性
済
、
西
之
園
路
子
、
鄭
詩
音
、
伊
勢
希
、
藤
原
佐
和
子
、

声
明
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
（
翻
訳
）
／
新
連
載
　
後
藤
里
菜
／
好
評

連
載　

飯
田
華
子
、
金
耿
昊
、
長
尾
優
、
Ｃ
・
Ｊ
・
サ
ン
ダ
ー
ス
＆

Ａ
・
ヤ
ー
バ
ー
、
山
﨑
ラ
ン
サ
ム
和
彦
、
山
口
陽
一
、
勝
村
弘
也

● 5 月に出た本と雑誌



編集部から

福
音
と
世
界

Ａ
５
判
・
80
頁･

定
価
６
６
０
円･

送
料
70
円

年
間
予
約
購
読
料   

（
送
料
共
）
８
７
６
０
円

2023年

7

●
昨
年
度
か
ら
、
大
学
で
一
コ
マ
だ
け
非
常
勤

講
師
を
し
て
い
ま
す
。
ネ
オ
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の

統
治
に
お
け
る
差
異
の
商
品
化
と
い
う
文
脈
か

ら
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
を
批
判
的
に
考
察
す
る
と

い
っ
た
演
習
で
、
学
期
の
前
半
は
わ
た
し
の

講
義
、
後
半
は
受
講
生
の
報
告
に
し
て
い
る
の

で
す
が
、
正
直
に
い
っ
て
、
大
学
に
行
く
こ
と

が
嫌
で
仕
方
あ
り
ま
せ
ん
。
念
の
た
め
い
え

ば
、
講
義
は
考
え
を
深
め
る
機
会
に
な
り
ま
す

し
、
学
生
の
皆
さ
ん
の
報
告
や
レ
ポ
ー
ト
か
ら

は
学
ぶ
こ
と
多
々
な
の
で
、
そ
れ
ら
が
嫌
な
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
う
で
は
な
く
て
、
大

学
に
行
く
こ
と
じ
た
い
が
ど
う
に
も
苦
痛
な
の

で
す
。
振
り
返
れ
ば
自
分
が
学
部
〜
大
学
院
生

の
時
は
い
か
に
サ
ボ
る
か
を
つ
ね
に
考
え
て
い

た
よ
う
な
人
間
が
、
毎
週
決
ま
っ
た
時
間
に
教

室
に
行
っ
て
授
業
を
す
る
な
ん
て
こ
と
が
ど
う

し
て
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。
な
に
せ
わ
た
し
自

身
が
そ
ん
な
体
た
ら
く
な
の
で
、
受
講
生
に
伝

え
て
い
る
の
は
「
遅
刻
、
欠
席
、
居
眠
り
、
早

退
Ｏ
Ｋ
で
す
」
と
い
う
こ
と
。
ど
ん
な
に
批
判

的
で
先
鋭
的
な
講
義
で
も
、
そ
の
あ
た
り
を
引

き
締
め
る
こ
と
で
、
逆
に
手
放
し
て
し
ま
う
も

の
が
あ
る
よ
う
に
思
う
か
ら
で
す
。
と
は
い
え
、

内
容
ま
で
ゆ
る
く
す
る
の
で
は
、
わ
ざ
わ
ざ
出

席
し
て
く
れ
る
人
た
ち
に
申
し
訳
が
立
ち
ま
せ

ん
。
何
か
少
し
で
も
持
ち
帰
っ
て
も
ら
い
た
い

と
、
自
分
の
持
て
る
も
の
を
そ
の
都
度
出
し
切

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
結
果
、
授
業
が
終
わ

る
こ
ろ
に
は
す
っ
か
り
声
が
枯
れ
、
喫
煙
所
で

マ
ズ
い
タ
バ
コ
を
吸
っ
て
帰
る
の
が
毎
回
の
ル

ー
チ
ン
に
。
も
う
ち
ょ
っ
と
ス
マ
ー
ト
に
や
れ

な
い
も
の
か
と
思
う
の
で
す
が
、
か
つ
て
九
年

間
通
っ
て
も
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
今
更
無
理

な
の
で
し
ょ
う
。
せ
め
て
今
日
も
遅
刻
せ
ず
教

室
に
行
く
の
が
、
わ
た
し
に
で
き
る
精
一
杯
で

す
。（
堀
）

●
小
社
は
五
月
末
に
二
〇
二
二
年
度
の
株
主
総

会
を
開
き
ま
し
た
。
売
上
は
前
期
比
一
〇
パ
ー

セ
ン
ト
増
加
し
ま
し
た
。
と
は
い
え
コ
ロ
ナ
前

の
二
〇
一
九
年
度
の
水
準
に
は
僅
か
に
達
し
ま

せ
ん
。
そ
れ
で
も
何
と
か
四
年
連
続
で
黒
字
の

決
算
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
売
り
上
げ

増
を
支
え
た
主
な
書
籍
は
『
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
の
時

間
論
』『
ヤ
バ
い
神
』『
ロ
ゴ
セ
ラ
ピ
ー
と
物
語
』

『
ユ
ダ
よ
、
帰
れ
』
な
ど
で
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
、

著
者
の
知
名
度
、
朝
日
新
聞
の
書
評
、
関
係
団

体
の
ま
と
め
買
い
、
キ
リ
ス
ト
教
書
店
大
賞
受

賞
と
、
異
な
る
要
因
が
あ
り
ま
す
。
ち
な
み
に

書
店
大
賞
は
創
設
一
二
回
目
に
し
て
初
め
て
小

社
の
本
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
ま
た
教
科
書
『
希

望
す
る
力
』『
ヤ
バ
い
ぜ
！
聖
書
（
バ
イ
ブ
ル
）』

も
多
く
の
学
校
で
採
用
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
反

面
、
満
を
持
し
て
送
り
出
し
た
カ
ル
ヴ
ァ
ン

『
共
観
福
音
書 

下
』
が
期
待
し
て
い
た
ほ
ど
伸

び
ず
、
古
典
的
な
書
籍
に
対
す
る
教
会
的
な
需

要
が
低
下
し
て
い
る
現
実
も
突
き
付
け
ら
れ
ま

し
た
。（
小
林
）

【
新
連
載
】

◆
八
木
重
吉
の
聖
書�

―
―
遺
さ
れ
た
〈
書
き
入
れ
〉
を
読
む�

…
今
高
義
也

【
好
評
連
載
】

◆
神
と
「
女
性
的
な
る
も
の
」
を
辿
っ
て 

2�

…
後
藤
里
菜

◆
グ
レ
ー
ト
小
林
と
３
人
の
女 

3�

…
…
…
…
…
飯
田
華
子

◆
私
は
告
白
す
る
、
私
の
神
を 

4�

…
…
…
…
長
尾
優

◆
地
域
か
ら
考
え
る
在
日
朝
鮮
人
史
と
教
会
史 

4
…
…
金
耿
昊

◆
教
会
に
お
け
る
マ
イ
ク
ロ
ア
グ
レ
ッ
シ
ョ
ン 

15�

サ
ン
ダ
ー
ス
、
ヤ
ー
バ
ー

◆「
日
本
的
キ
リ
ス
ト
教
」
を
読
む 

18�

…
…
…
山
口
陽
一

◆
新
約
釈
義　

ル
カ
福
音
書 

19
…
…
山
﨑
ラ
ン
サ
ム
和
彦

◆
古
代
イ
ス
ラ
エ
ル
文
学
史
序
説 

29�

…
…
…
…
勝
村
弘
也

日
本
社
会
の
危
機
と
終
末
論�　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

光
延
一
郎

危
機
を
生
き
延
び
る
「
こ
と
ば
」
を
求
め
て�

�

　
　
　
　
　
　
　
　
　

左
近
豊

エ
ー
リ
ッ
ヒ
・
フ
ロ
ム
に
お
け
る
生
命
と
希
望
の
思
想

―
―
希
望
な
き
時
代
を
生
き
る
た
め
に�　
　

出
口
剛
司

終
末
の
ア
ク
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
―
―
「
や
が
て
来
る
」
か
ら

「
も
う
来
て
い
る
」へ�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

堀
江
宗
正

破
局
・
愛
・
希
望
―
―
コ
ー
マ
ッ
ク
・
マ
ッ
カ
ー
シ
ー
の�

『
ザ
・
ロ
ー
ド
』
を
読
む�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

菊
地
了

柄
谷
行
人
と
終
末
論�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
嶋
揚

特
集
：
破
局
と
希
望


